
　皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
温
か
な
ご
支
援
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
７
月
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
、
国
民
生
活
と
経
済
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
政
治
の
面
で
は
、
９
月
に

安
倍
晋
三
総
理
が
辞
任
さ
れ
、
総
裁
選
挙
の
結
果
、
菅
義
偉
総
理

が
誕
生
し
、
新
た
な
内
閣
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　私
は
、
９
月
ま
で
西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
の
下
で
、
内

閣
府
副
大
臣
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
担
当

し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
措
法
の
改
正
や
、
緊
急
経

済
対
策
の
策
定
な
ど
に
関
わ
る
と
と
も
に
、
金
融
担
当
副
大
臣
と

し
て
金
融
に
よ
る
事
業
支
援
の
実
現
に
も
努
力
し
ま
し
た
。

　10
月
に
は
、
菅
内
閣
の
発
足
に
伴
い
、
新
た
に
党
の
農
林
部
会

長
と
経
済
成
長
戦
略
本
部
の
事
務
局
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
農
林

部
会
長
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
需

要
減
少
問
題
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家
畜
伝
染
病
対
策
、

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
農
林
関
係
分
野
の
税
制
改
正
や
予
算
編
成
の
た
め
に
努
力

し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
成
長
戦
略
本
部
の
事
務
局
長
と
し
て
、

令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
や
令
和
３
年
度
予
算
編
成
・
税
制

改
正
の
た
め
の
「
新
た
な
経
済
対
策
に
向
け
た
提
言
」
の
取
り
ま

と
め
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
ら
の
予
算
・
税
制
の
早
期
成
立
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
感

染
症
対
策
を
推
進
し
、
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
・

グ
リ
ー
ン
化
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
新
た
な
社
会
を
創
造

し
、
経
済
を
成
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
、
５
年
間
で
15
兆
円
規
模
の

防
災・減
災
、国
土
強
靱
化
に
よ
り
地
域
の
安
心・安
全
を
確
保
し
、

三
遠
南
信
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
な
ど
の
交
通
網
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
農
林
水
産
業
や
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
２
地
域
居
住
の
推

進
な
ど
に
よ
り
関
係
・
交
流
人
口
を
増
や
し
、
活
力
あ
る
地
方
を

実
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　今
年
も
皆
さ
ま
と
共
に
、「
伊
那
谷
を
理
想
郷
に
」
と
の
夢
に

向
か
っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員
　宮
下
　一
郎
　

豊かな経験と実行力で国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜く

宮下一郎支部長特集号新型コロナの危機を乗り越えるために全力

宮下一郎氏宮下一郎氏

自民党長野県第５選挙区支部長
衆議院議員
自民党長野県第５選挙区支部長
衆議院議員

心
豊
か
な

未
来
を
め
ざ
し
て

伊
那
谷
か
ら
日
本
を
元
気
に
！

伊
那
谷
か
ら
日
本
を
元
気
に
！

「５つの場面」に気をつけて、この困難を乗り越えましょう

換気をよくして３密を避けよう！ いつでもマスク、手洗い・消毒忘れずに！

令和２年度 第３次補正予算と  令和３年度 当初予算の重点事項と考え方

飲酒を伴う
懇親会

1
大人数や長時間の
飲　食

2
マスクなしでの
会　話

3
狭い空間での
共同生活

4
居場所の
切り替わり

5

新型コロナウイルスから
国民の命と健康を守ります

地方創生の強力な推進で「活力ある地方」を創造します

感染防止対策の徹底と
収束に向けた国際協力

医療提供体制の確保と
医療機関などへの支援

検査体制の充実
ワクチン接種体制などの整備

● 地方への人の流れの促進など活力ある地方創り

新たな社会を創造
経済の回復と成長を目指します

新型コロナウイルス対策について「感染拡大防止」と「経済社会活動」の両立を基本に、ウィズコロナ・ポストコロナの時代を見据えて
社会経済の構造転換を進めるため、デジタル社会の推進や2050年カーボンニュートラル・グリーン社会の実現を目指す施策が盛り込まれています

伊那谷の躍進につながる産業・社会の活性化

デ ジ タ ル 改 革

● 中小企業・小規模事業者の経営転換や企業の事業再構築などの支援
● デジタル・グリーン・宇宙・海洋・AI・バイオ・マテリアルなどの技術開発促進
● サプライチェーンの強靱化と国際競争力の向上

経済構造の転換・イノベーションによる生産性向上

グリーン社会の実現

● 地方創生に資するテレワークの推進
● 通信・交通インフラのさらなる充実
● 地方へのUIJターンによる起業・就業者の創出
● 国内観光を中心とした旅行需要の回復
● 企業の地方拠点設置を支援
● 首都圏大学サテライトキャンパスの推進

● しごと・ものづくりと担い手の展開・支援
● 起業支援・事業承継支援＋中小企業の経営転換支援
● プロフェッショナル人材の育成・活用促進

● 農林業の活性化
● さらなる輸出拡大に向けた生産基盤・輸出力の強化
● 高収益作物などへの作付転換や六次産業化の支援
● 木材利用・植林の拡大による温暖化対策推進

● 防災・減災、国土強靱化
● 国民の安全・安心の確保

● 地方を支えるまちづくり
● 通信環境整備の促進、未来技術の活用で魅力的なまちづくり
● DX（デジタルトランスフォーメーション）推進
● 地域エネルギー利用による持続可能なまちづくり
● 少子化対策・女性活躍を推進

● カーボンニュートラルに向けた
新技術の開発

● グリーン社会の実現のための国
民のライフスタイルの転換など

● 国・地方一体の行政デジタル化
● 教育・医療・福祉などにおける
ICT（情報通信技術）化

● ポスト5Gなどの新技術開発
● テレワーク促進や自動配送ロボ
ットの実現などに向けた規制改
革推進　
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伊那谷から日本を元気に！新たな国創りを
力強く進めていきます

宮下一郎さんのブログ更新中！
伊那谷、そして国政での活動を報告中！ 宮下一郎さんの「今」がわかります！

Facebook
宮下一郎さんの
友達リクエストをお送りください

Facebookへログインしてご覧いただけます

ホームページ検索

▲

宮下一郎

公式サイト https://www.m-ichiro.jp/
ブログサイト http://m-ichiro-blog.net/
E-mail ichiro@m-ichiro.jp検索

携
帯
サ
イ
ト
へ

簡
単
ア
ク
セ
ス

宮下一郎さんの
令和２年活動報告

農林水産省枝元真徹事務次官の
伊那市現地調査に同行

10月 10日（伊那市）

阿智村、根羽村、売木村、
阿南町、飯島町を訪問

9月 19日（売木村）

農業基本政策検討委員会

11月 11日（党本部）

各被災地の早期の改良復旧に向けて、国・県・地元自
治体連携の下に、しっかり取り組むことをお約束しました

阿南町、天龍村、喬木村、大鹿村の
豪雨被災地を視察

会場の外に展示されたモバイルクリニックに使用する車
両を見学し、説明を受けました

伊那市新産業技術推進事業中間報告会

7月 26日（天龍村）
11月 28日（伊那市長谷）

内閣府副大臣として出席。会議では、新型コロナウイ
ルス感染症への対応について議論が行われました

新型コロナウイルス感染症対策本部に出席

5月 25日（官邸）

農林水産省の枝元真徹事務次官、青山豊久
総括審議官をはじめとする皆さまが伊那市におけ
る先進的農業の取り組みの視察に来られました

ハザ掛け作業をされている皆さまから
お話を伺いました

農林部会長としてごあいさつを申し上
げました

日銀金融政策決定会合

7月 15日（日本銀行）

内閣府副大臣の立場で出席。経済・物価
情勢の展望と当面の金融政策運営につ
いて、黒田東彦日本銀行総裁、遠山清彦
財務副大臣（当時）と議論を交わしました

地方創生に全力を注ぎ、強靱かつ自立的な地域経済構築、質の高い経済社会の実現を目指します 

新たな日常を 理想郷 伊那谷で安心して暮らせる

働きやすい

アクセスしやすい 子育てしやすい

学びやすい豊かな自然

天竜川

三遠南信自動車道

リニア中央新幹線

中央自動車道

スマート工業

スマート林業

スマート行政

アドバンスト物流

スマート農業

権兵衛トンネル

青崩トンネル天竜峡大橋

三峰川

AI 自動配車
乗合サービス

遠隔医療型MaaS

空飛ぶデリバリー
買い物弱者支援

行政手続きのデジタル化

IoT や AI などの
テクノロジー普及啓発と

活用人材の育成

自動運転遠隔授業

名古屋

浜松市

東京

R153 バイパス

テレワーク

ワーケーション

遠隔医療

伝統芸能

観　光

ICTライフサポート

ICT教育

インテリジェント交通
快適に暮らせる地域へ

● 関係・交流人口の増加と移住促進
● 結婚・出産・子育て世代が地域で
暮らし続けられる環境の整備

持続可能な環境の実現
● 再生可能エネルギーの推進などによる
環境負荷低減とCO2排出抑制

防災・減災、国土強靱化
● 災害からの復旧・復興の加速
● 災害に負けない「伊那谷」へ

戸草ダム

リニア長野県駅（仮称）

未来の伊那谷
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